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議案第１号 令和3年度一般会計補正予算
（第11号）

歳入歳出予算の総額に13億7,707万5千円を追加し、補正後の総額を367億4,971万8千
円とする。繰越明許費の補正は、住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業など6事
業について、年度内に完了しない見込みのため、新たに設定する。歳出は、コロナ禍の
影響など、現在、厳しい経営状況にあるコメ生産農家の事業継続を支援するため、主食
用米作付面積に応じた支援金など1億479万円を、市内店舗における消費行動の活性化
を図るため、昨年度に引き続き、30パーセントのプレミアムを付加した商品券を発行す
る経費3億5,481万9千円を計上。歳入は、国庫支出金について所要の補正をするほか、
前年度繰越金を追加。

可決 19 0 2

議案第２号
工事請負契約の変更（佐原駅
周辺地区複合公共施設建設
工事）

工事内容の一部変更により、工事費を2,074万9,300円増額し、変更後の契約額を34億
5,670万9,300円とします。 可決 19 0 2

議案第３号 専決処分の承認（令和3年度
一般会計補正予算（第10号））

歳入歳出予算の総額に8億8,738万5千円を追加し、補正後の総額を353億7,264万3千
円とする。歳出は、全ての子育て世帯に対し、18歳以下の子ども1人当たり10万円を現
金で一括支給するため、給付金など8億8,738万5千円を計上。歳入は、国庫支出金につ
いて所要の補正をするほか、前年度繰越金を追加。

承認 19 0 2

議案第４号
専決処分の承認（令和3年度
病院事業会計補正予算（第3
号））

収益的収支の収入および支出に1,105万円を追加。香取おみがわ医療センターの看護師
等に対し、新型コロナウイルスワクチン接種医療従事者慰労金を支給するため、所要額
を計上。

承認 19 0 2

議員個別の採決結果は、市議会ホームページをご覧ください。

旧佐原第二中学校グラウンド
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質問事項
◆山田地区の産業廃棄物と思われる不法投棄
◆市営住宅の対策
◆学校跡地の利活用の進め方
◆山田支所・栗源支所の取り扱い業務の見直し
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意　見
津宮小学校においては、地元のボランティアによる放課後子ども教室を実施していたが、令和元年度限りで、やむな
く中止となった経緯がある。この請願により、一刻も早く児童クラブが設置されることを願うものである。

先日、福祉教育常任委員会として、現在、休園となっている津宮幼稚園の現地視察を行ったが、十分使用可能である
と思われることから、本請願は採択すべきである。

学校給食の無償化については、現在、その財源確保が難しい状況であります。学校給食の重要性に鑑み、他市町の動
向を見極め、議論を踏まえて結論を出す必要があります。このため、引き続き調査および検討を行う必要があるた
め、閉会中の継続審査としました。

採択しました

陳情第23号　水の郷小学校区学童保育（放課後児童クラブ）設置に関する陳情

請願・陳情審査報告

請願第17号　水の郷小学校区学童保育（放課後児童クラブ）設置を求める請願

学童保育の設置が実現可能なのかどうか、大変疑問である。現在、市としてはどのような考えなのか。

現在、津宮小学校と大倉小学校の児童は、送致により佐原第5児童クラブを利用しています。水の郷小学校へ
の児童クラブの設置については、当該小学校の児童数、児童クラブの利用見込み、佐原第5児童クラブの利用
状況、児童クラブ全体の待機児童数の状況等を総合的に判断し、検討していかなければならないと考えます。
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1月臨時会 議案および採決結果概要

継続審査となりました

請願第16号　学校給食無償化を求める請願

継続
審査

継続
審査

かとり市議会だより No.65かとり市議会だより No.65 1819


